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2012 年 6 月 10 日（日）13:00～  

九州歴史資料館文化財調査室  

 

―  福原長者原遺跡南門跡  ―  

人が立っている場所が柱の位置。  

門の柱は中央の 12 本、両側の柱は回廊状遺構。  



 

1. 調査概要  

遺  跡  名  ：福原長者原遺跡（ふくばるちょうじゃばるいせき）  

所  在  地  ：行橋市南泉 2 丁目（旧大字福原）  

調査原因  ：東九州自動車道建設  

調査主体  ：平成 22 年度  福岡県教育庁総務部文化財保護課  

  平成 23 年度～  九州歴史資料館  

調査期間  ：  平成 22 年 7 月 27 日～  

面   積  ：  官衙域約 7,750 ㎡（6,600 ㎡終了、1,175 ㎡調査中）  

 

2. 福原長者原遺跡とは  

福原長者原遺跡のある場所は、長者原という地名であり、また、方形

の地割りが残っていることなどから、古代の役所跡があると考えられて

きました。平成 8～9 年の県道長尾・稗田・平島線の拡幅工事に伴う発

掘調査では、この方形の地割りに沿って幅約３ｍの溝（奈良時代）が発

見されました。この成果から、この地に古代の役所跡が存在する可能性

が強まりました。  

そして、平成 22 年度から東九州自動車道の建設に伴う発掘調査で、

役所の一部とみられる建物跡や、役所の周りを取り囲む回廊状遺構や大

溝などの遺構、硯、食器、瓦の破片、そして金属の鋳造時にでる鉱滓な

どの遺物が発見されました。  

今回、東九州自動車道に係る調査としては最後の部分になりますが、

役所の南側の区画施設である回廊状遺構と大溝、そして回廊状遺構に取

り付く南門跡（八脚門）が検出されました。当時、南門は役所の正門で

あり、権威を示すのに重要視されました。  

現在のところ、役所の性格を決定付ける遺物は発見されませんでした

が、奈良時代前半を中心とした時期の役所であること、東西の規模が最

大で約 150m に及ぶこと、門の形式が八脚門であることなど、当時の役

所としては九州でも最大級の規模を誇る重要な役所であったことが判

明しました。  

 

 

 

【用語説明（出典④）】  

国衙（が）：国の行政執行機関及び周辺の実務的官衙の総称。  

国庁：国衙の中枢施設。  

国府：国衙や関係施設の従事者の宿所、市、民家などが営まれた地区。 

郡衙：郡を統治する役所。  

郡庁：郡衙の中枢施設。  



 
 

崎野遺跡  

福原長者原遺跡  

豊前国府跡  

遺跡位置図 1／ 15000（行橋市教育委員会 2010『行橋市内遺跡等分布地図』とみやこ町教育

委員会 2010『みやこ町内遺跡等分布地図』の合成）  

 

崎野遺跡  
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3. 遺構  

掘立柱建物：  

回廊状遺構：調査区西側・東側・南側で 2 列の並行する柱穴列が検出さ

れました。屋根つきの廊下のような施設が想定されます。西側は 11

間分、南側は南西隅から門までが 23 間分、南門から東側は 6 間分、

東側は 20 間分確認されました。柱穴の形は方形を基本としますが、

内側はやや不整形です。柱穴の規模は外側が約 0.8m 四方、内側は外

側に比べて小振りです。柱間寸法は桁が約 2.1～2.7m、梁が約 1.6m～

2.05m、柱直径は約 0.2m です。東側の柱穴列は次に述べる大溝１を

埋めた後に構築されていました。  

大溝：調査区東側で南北方向の大溝 1、2 を確認しました。1 は幅約 3m、

断面は逆台形、底面直上に薄い砂質土層が堆積していましたが、その

上は地盤を砕いたような土で短期間に埋められていました。2 は幅約

4.5m、断面逆台形、堆積状況から長い期間をかけて自然に埋まってい

ったと考えられます。また、調査区西端で大溝 1 と埋まり方がよく似

た大溝を確認しました。一方、調査区南端では、大溝 2 と埋まり方が

よく似た東西方向に延びる大溝を確認しました。  

溝：東面及び南面の回廊状遺構の外側約 1m の位置に回廊状遺構と平行

する溝が確認されました。この溝は門跡の手前で止まっており、門を

意識して作られたことがわかります。  

東門？：東面回廊状遺構の一部で外側に 1 間分張り出すように柱穴が確

認されました。全て検出されたわけではありませんが、東門の可能性

が考えられます。  

 掘立柱建物１  掘立柱建物２  掘立柱建物３  

桁行  6 間  6 間（以上か）  6 間  

梁行  2 間  2 間  2 間  

柱間寸法

（桁）  

約 1.95～2.15m 約 2.40m 約 1.80～2.20m 

柱間寸法

（梁）  

約 2.40～2.50m 約 2.45m 約 2.45m 

妻  約 5m 約 5m 約 5m 

平  約 12m 約 17m（以上か）  約 12m 

柱穴形状  方形  方形  長方形  

柱穴規模  約 1m 四方、  

深さ約 1m 

約 1m 四方、  

深さ約 0.7m 

約 1.8m×約 0.9m、 

深さ約 1.2m 

柱直径  約 0.3m 約 0.3m 約 0.3～0.6m 

特徴  妻中央柱穴に礎盤石  北に延びる可能性あり  一部礎盤石あり  



 

南門：南面回廊状遺構から外側に１間分張り出す形で、桁行 3 間、梁行

2 間の八脚門が検出されました。柱穴規模は約 1m 四方の方形を基本

としますが、長方形のものもあります。柱の直径は約 0.4m、柱間寸法

は桁の中央が約 3.9m、両側が約 2.4m、梁が約 2.4m～2.6m です。  

鋳造遺構：掘立柱建物３の東側で楕円形の土坑 2 基と方形の土坑１基が

確認され、炭化物、鉱滓（主に鉄）などが出土しました。  

大型土坑：一辺約 1.8m 四方、深さは約 2.6m の井戸と考えられます。壁

はほぼ垂直で、上部が地盤を砕いたような土で短期間に埋められてお

り、下部は水分を含む砂層が堆積していました。この層から加工され

た木材が出土した他、底面中央に土師器の小甕がすえられた状態で出

土しました。  

他：掘立柱建物２が廃絶した後に掘られた柱穴が確認されました。他の

掘立柱建物と同規模のもので、建物の一部と考えられますが、大部分

は調査区外北側へ延びています。  

4. 遺物  

出土量は、コンテナ 16 箱で、8 世紀前半を中心とした時期のものです。

須恵器（坏身・蓋、円面硯、壺、甕等）土師器（皿、甕、甑等）、瓦、鞴

（ふいご）の羽口や鉱滓（鉄・銅・鉛？）等がありました。また、掘立

柱建物 1 の柱痕跡や掘立柱建物２の掘方からは、8 世紀代前半と考えら

れる須恵器坏（転用硯）が出土しました。  

5. 成果  

① 福原長者原遺跡は８世紀前半を中心とした時期の政庁（中心施設）。  

② 遺構の変遷は少なくとも 2 時期あり、区画施設は、Ⅰ期が大溝、Ⅱ期

が大溝と回廊状遺構。  

③ 役所の東西幅が判明。Ⅰ期は約 128m。Ⅱ期は回廊状遺構で約 121m、

大溝で約 150m（九州最大級）。  

④ 3 棟の掘立柱建物は政庁脇殿と考えられ、Ⅰ期が建物 2、Ⅱ期は建物

1・3。Ⅱ期の脇殿の間隔は約 77.5m。  

6. 課題  

①  南北幅（Ⅰ期は南限、Ⅱ期は北限）が不明。  

②  中心施設の中でも最重要施設「正殿」の規模・構造が不明。  

③  役所周辺の状況、特に関連施設の状況が不明。  

④  役所に至る道の存在が不明。  

⑤  みやこ町にある国府跡との関係が不明。  

⑥  役所の性格が不明。郡庁、国庁、それ以外かも？！  



 
 

門の柱間寸法（単位はメートル） 門の柱間寸法（単位はメートル） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法隆寺東大門（奈良時代の現存八脚門  出典①）  

柱痕跡と抜き取りの模式図（出典②） 柱の建て方想像図（出典②） 

出典③  福原長者原遺跡Ⅱ期（S=1／3000） 



 

 

S=1／3000 （出典④）  



 
 

郡庁の諸例  S=1／3000（出典④）  
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建物 1 と西側回廊状遺構  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遠景（東→西）  建物群と西側回廊状遺構  

建物 2 

建物 1 南中央柱穴  建物 2 柱穴断面  



 

大型土坑   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物 3 柱穴断面  

建物 3 

大型土坑   

東門か  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県道調査時西側大溝（左 2、右 1）  

東側回廊状遺構と東側大溝 1・2 

西側大溝１  

県道調査時北側大溝 1（右が北）  県道調査時北側大溝 1（左が北）  


